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＜連絡事項＞

· 3/27（金）　行事「弥生カップ」開催予定。

· 3/27（金）　中居JGM研修参加の為勤務変更。

　　　　　　　　中居JGM　B勤→D勤

　　　　　　　　兵藤　　　D勤→B勤

＜外来患者様情報＞

・長瀬紘一郎様～役所へ行って来たと報告。

・上久保善郎様～退所後も睡眠などは問題なく生活していけそうと話しており、「大丈夫」との事。

・奥山以依子様～診察室に入ってすぐ、明日の行事について説明している。行事では食べ物が出なくてがっかりしたと話す。また、入浴の時間が今までよりも遅くなったとの事。

・中居美津子様～左大腿内側のしこりはまだ少しあるとの事。右第1指に切傷のような痛みがあると訴えており、リウマチセット採血実施。

・前野　義勝様～担当医へ幸房ランチの声かけを行っている。幸房では弁当配達やコーヒーの準備を行っているの事。

・鹿原　博夫様～睡眠や調子は良いとの事。

・大久保康弘様～1週間のうちに１～２回ほど睡眠時間が、4時間半から5時間となることがあるとの事。日中の活動には問題ないと話す。睡眠時間を延ばすことが出来るよう、就床前薬をロンフルマンからエスタゾラムへと変更している。

・柳町　信之様～12時頃来院。「早く来ようと思うけど、自宅での用事を途中で止めることが出来ず、来る時間が遅くなる。」と話す。今朝は、9：30起床し、外の空気を吸うため外出していたとの事。担当医へは、子供の声が聞こえるのは継続していると話し、一人でも寂しくはないとの事。

・富田　紀子様～外来日には通所を休みたいと話す。

・山田　健次様～通所で血圧測定しているが、値は覚えていないとの事。血圧測定し154/90mmHg。

・船場　幸子様～階段昇降時にふらつきがあると話す。彼岸中は団子を食べたと笑顔で報告している。

＜利用者様情報＞

・板橋　利美様～中途覚醒が頻回との訴えあり。「起きる度にコーラを飲んでいる」と話し、夜間だけで2本飲んでいるとの事。足のリハビリは横になって自分で行っていると話している。

⇒糖尿病の利用者様である為、体重管理の必要性を説明し、声かけを行っていく。また関係機関に情報提供を行う。

・田中　一　様～「昨日寒くて眠れなかった」との訴えあり。昨日より新しいグループホームに引越しし、本日も引越しの残りがあるとの事。

⇒睡眠状態の観察を行い、関係機関に情報提供を行っていく。

・関　秀治　様～3/24（水）ナイトケア利用時貧血のような状態になり、昨日のナイトケア利用時も同様の状態が継続していると訴えあり。「今日は休んで様子を見ていたい」と話し、エアロビは欠席している。「頭から血の気が引くような感じがある」と話しているが、「少しだから仕事とかは平気です」との事。バイタル測定するが異常は見られない。本日は自らスタッフに「体調は大分よくなりました。明日外泊します」と話している。

⇒外来カルテに情報提供を行っている。引き続き来所時は本人の状態観察を行っていく。

＜行事打ち合わせ＞

チーム役割、各チーム担当スタッフ。




· 喫煙所は強風の場合は危険の為、3階非常口スペースを使用。（下舘SGMが見守りを実施）

· 当日の朝に、3階電子錠のロック解除、3階トイレの水の元栓をあける、トイレットペーパーの準備を行う。

· メンバーの欠席状況をみて、当日メンバー調整を行う可能性もある。

＜事例検討＞

本田　英之様　31歳

主病名：統合失調症

デイケア利用年数：1年8ヶ月

検討内容：今後の対応検討

現在の治療計画：①来所時間やプログラムの開始時間などデイケアでのルールをしっかりと守る事を

目標とする。

②プログラム活動の参加を通じて就労に必要な能力を身に付ける

2～3月の様子
· 2月に青山荘にてご家族を交えて今後の事について面談が実施されている。ご両親からは「生活リズムが整っていない、就職に対する姿勢など今の本人の状態では自立生活は無理である」と判断し、「青山荘入所中に生活を改善し就労生活が送れるようになって欲しい」とのことで青山荘退所が1年間延長となる。

· 退所が延長になった事に関して本人は「がっかりしたけどすっきりした部分もある」と話している。その後は1～2週間程表情の冴えなさ、体調不良の訴えはあるものの、プログラム活動には参加することはできている。

· 「友人と約束があるので早めに帰ります」「腰痛がひどく早めに帰ります」と早退を訴える事が多い。スタッフからは通所は4時まで利用することと決まっており、就労生活に備える意味でも必要な事であることを伝えている。本人は表情を硬くしているが、納得して定時まで利用している。

個別面談時

· 青山荘の入所期間が延長になってからは「社会人として働き、自立した生活を送りたい」と今後の目標を挙げている。今の自分にとって必要な事については「体力、知識、努力、人間関係を上手くやっていくこと」と話している。それ以上具体的な内容については話そうとしない。生活リズムについては「自分でコントロールできるから大丈夫」と話している。

評価できる点

· 体力をつけるという目標を掲げ、運動プログラムには積極的な姿勢で取り組んでいる。

· 共通の趣味活動を通じてトラブルなく他者と交流する事ができている。本人は「対人交流は苦手であったが、昔より友人を大切に思えるようになった」と話している。

改善が必要と思われる点

· 遅刻時に電話連絡がない、プログラム中に関係のない活動をする、私用の為早めに帰宅したいと訴える、などデイケア利用のルールを守る事ができないことがある。

· 自分本位に行動することで他利用者から反感をかうが、それでも自分の思い通りにしようとする場面がある。

今後の支援について

· 両親などからの勧めから就労生活への活動姿勢を見せてはいるものの、本人の話からは具体的な目標や積極性が感じられない。本人は就労の経験もなく、社会に出て実際に体験しなければ自分に必要なことや、目標を明確にすることができないのではないだろうか。両親が話す「生活リズムを整えてから就労生活を送るスキルを身につける」という方法も大切ではあるが、実際の就労生活を経験し、失敗を糧にスキルアップを図るという方法も検討してみてはどうか。

· 今後関係機関と連携して検討していくこととする。

青チーム　　担当：竹内


・2階にある灰皿を1台、屋上に運ぶ


・2階ミーティングルームから点数表を持ってくる。





紫チーム　　担当：服部


・2階ミーティングルームから○×表示


ボードを持ってくる。


・2階ミーティングルームからビニール紐を持ってくる。





緑チーム　担当：中居・竹内


・1階の階段下倉庫にある紅白玉を各15個ずつ持ってくる。


・2階浴室から脱衣カゴ2個持ってくる。


・2階ミーティングルームからビニール


テープを1個持ってくる。





黄色チーム　担当：上野・服部


・1階と2階の掃除用具を持ってきて、


3階の掃除を行う。








白チーム　　担当：川井


・2階ミーティングルームからカラオケの機械を持ってくる。


・1階の生活指導室からテレビを持ってくる。


・2階ミーティングルームから紙で作った玉を持ってくる。





赤チーム　　担当：川井


・1階生活指導室からエアロビマットを


4枚持ってくる。


・2階ミーティングルームから襷を持ってくる。











